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主 な 項 目

間伐について説明する村松署長
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［
総
務
課
］
十
月
二
十
～
二
十
一
日
、
中
部
森

林
管
理
局
大
会
議
室
に
お
い
て
署
長
等
会
議
が

開
催
さ
れ
、
局
長
等
会
議
（
九
月
十
八
～
十
九

日
開
催
）、
事
業
担
当
部
長
会
議
（
十
月
六
～

七
日
開
催
）
を
踏
ま
え
た
指
示
及
び
本
年
度
の

業
務
運
営
等
に
関
わ
る
打
ち
合
わ
せ
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

全
体
会
議
の
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

◆
局
長
訓
示

　

 

①
地
方
分
権
改
革
、
行
政
改
革
、
②
契
約
の

適
正
化
に
向
け
た
取
組
、
③
業
務
の
効
果
的

実
施
、
④
地
域
社
会
へ
の
貢
献
に
つ
い
て

◆
次
長
訓
示

　

 

①
契
約
の
適
正
化
と
入
札
改
革
の
推
進
、
②

災
害
時
の
適
切
な
対
応
、
③
生
物
多
様
性
条

約
第
十
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
）
に
関

す
る
情
報
等
に
つ
い
て

◆
総
務
部
長
説
示

　

 

①
綱
紀
の
粛
正
、
②
労
働
時
間
短
縮
の
取

組
、
③
広
報
・
研
修
、
④
労
働
安
全
の
確

保
、
⑤
健
康
管
理
、
⑥
休
業
補
償
等
の
取
扱

い
、
⑦
契
約
の
適
正
化
、
⑧
局
庁
舎
の
耐
震

改
修
工
事
に
つ
い
て

◆
計
画
部
長
説
示

　

 

①
計
画
樹
立
、
②
境
界
保
全
管
理
、
③
流
域

管
理
シ
ス
テ
ム
、
④
法
令
遵
守
と
連
絡
の
徹

底
、
⑤
国
民
参
加
の
森
林
づ
く
り
の
推
進
、

⑥
森
林
環
境
教
育
の
推
進
、
⑦
貴
重
な
森
林

や
動
植
物
の
保
護
対
策
、
⑧
技
術
開
発
の
推

進
と
普
及
、
⑨
林
野･

土
地
売
払
い
、
⑩
国

有
財
産
の
適
正
管
理
、
⑪
分
収
林
関
係
、
⑫

官
行
造
林
に
つ
い
て

◆
森
林
整
備
部
長
説
示

　

 

①
販
売
事
業
及
び
素
材
生
産
事
業
の
進
捗
状

況
、
②
平
成
二
十
一
年
度
の
収
穫
量
・
生
産

量
、
③
低
コ
ス
ト
・
高
効
率
作
業
シ
ス
テ
ム

の
推
進
、
④
育
林
・
林
道
事
業
の
完
遂
、
⑤

森
林
吸
収
源
対
策
の
推
進
、
⑥
平
成
二
十
年

度
補
正
予
算
、
⑦
災
害
時
の
適
切
な
対
応
、

⑧
保
安
林
制
度
の
適
切
な
運
用
、
⑨
治
山
技

術
者
の
養
成
、
⑩
工
事
等
一
般
競
争
入
札
へ

の
切
替
、
⑪
労
働
安
全
の
確
保
に
つ
い
て

　

引
き
続
き
企
画
調
整
室
長
か
ら
、
平
成
二
十

年
度
予
算
執
行
、
間
伐
推
進
法
Ｐ
Ｒ
、
刷
新
シ

ス
テ
ム
、
本
庁
監
査
、
森
林
官
の
新
た
な
発
想

に
よ
る
取
組
等
に
つ
い
て
の
説
明
後
、
署
長
等

と
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
会
議
を
終
了
し
ま
し

た
。

 

［
販
売
課
］
十
月
三
十
一
日
、
中
部
森
林
管
理

局
も
構
成
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
い
る
長
野
県
県

産
材
振
興
対
策
協
議
会
で
は
、
合
法
木
材
と
長

野
県
県
産
材
の
利
用
推
進
を
図
る
た
め
、
国
の

出
先
機
関
、
市
町
村
、
建
築
・
建
設
関
係
団
体

に
対
し
要
請
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
三
班
に
分
か
れ
十
五
箇
所
に
要
請

活
動
を
行
い
ま
し
た
。
写
真
で
紹
介
し
て
い
る

飯
山
市
へ
は
、
当
局
桂
川
森
林
整
備
部
長
を
は

じ
め
四
名
が
飯
山
市
丸
山
経
済
部
長
、
小
林
農

林
課
長
ら
に
「
長
野
県
内
の
森
林
・
林
業
・
木

材
関
係
団
体
で
は
、
木
材
の
合
法
性
の
証
明
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
森
林
を
守
る
た
め
、
公
共

建
築
物
の
建
設
、
工
事
等
に
合
法
木
材
や
県
産

材
の
使
用
を
お
願
い
す
る
」
と
要
請
し
ま
し

た
。

　

飯
山
市
で
は
、
新
幹
線
の
建
設
に
伴
う
駅
前

整
備
等
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

民
間
業
者
へ
の
働
き
か
け
な
ど
に
つ
い
て
検
討

し
た
い
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。　

　 
［
広
報
］
十
月
二
十
三
～
二
十
四
日
の
両
日
、

日
本
林
政
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
会
が
、
北
信
署

管
内
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

同
会
は
、
農
林
水
産
省
担
当
の
新
聞
記
者
等

の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
会
員
で
、
人
間
と
自
然

の
か
か
わ
り
あ
い
か
ら
森
林
の
あ
り
方
を
研
究

し
、
今
後
の
林
政
の
参
考
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
毎
年
、
協
同
取
材
と
し
て
全
国
各
地

を
視
察
し
て
お
り
、
今
年
度
は
、「
森
林
セ
ラ

ピ
ー
と
間
伐
」
を
テ
ー
マ
に
当
局
管
内
の
視
察

と
な
り
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
北
信
署
管
内
の
鍋
倉
山
に
お
い
て

森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
と
な
っ
て
い
る
「
な
べ

く
ら
高
原
・
森
の
家
」
の
木
村
支
配
人
の
案
内

で
、
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド
と
ブ
ナ
林
を
視
察
し
ま

し
た
。
ま
た
、
セ
ラ
ピ
ー
外
来
を
設
け
て
い
る

飯
山
日
赤
病
院
に
お
い
て
、
古
川
副
院
長
か
ら

医
療
面
の
実
情
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

翌
日
は
、
村
松
北
信
署
長
の
案
内
で
高
性
能

林
業
機
械
を
使
用
し
た
カ
ラ
マ
ツ
林
の
間
伐
作

業
を
視
察
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
東
信
署
管
内

の
上
小
木
材
協
同
組
合
に
移
動
し
、
カ
ラ
マ
ツ

大
断
面
集
成
材
の
製
造
工
程
な
ど
を
視
察
し
ま

し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
森
林
セ
ラ
ピ
ー
と
地
元

病
院
と
の
連
携
体
制
が
確
立
し
て
い
る
こ
と
に

驚
い
た
」、「
カ
ラ
マ
ツ
集
成
材
の
曲
げ
加
工
の

工
程
を
見
る
こ
と
が
で
き
参
考
に
な
っ
た
」
な

飯山市への要請の様子

森林セラピーの説明を受ける参加者

第
二
回
森
林
管
理
署
長
等
会
議
を
開
催

合
法
木
材
と
長
野
県
県
産
材
の

利
用
推
進
要
請
活
動

合
法
木
材
と
長
野
県
県
産
材
の

利
用
推
進
要
請
活
動

各
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
国
有
林
視
察

各
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
国
有
林
視
察

日
本
林
政
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
会

国
有
林
視
察
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ど
の
意
見
が
聞
か
れ
、
と
て
も
有
意
義
な
視
察

と
な
り
ま
し
た
。

 

［
広
報
］
十
月
二
十
八
～
二
十
九
日
の
両
日
、

富
山
署
管
内
に
お
い
て
長
野
・
名
古
屋
林
政
記

者
ク
ラ
ブ
合
同
の
国
有
林
視
察
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

林
政
記
者
ク
ラ
ブ
か
ら
は
六
社
七
名
が
参
加

し
、
森
林
管
理
局
か
ら
は
小
林
名
古
屋
所
長
、

土
田
総
務
部
長
、
大
野
調
整
官
、
有
井
広
報
主

任
官
、
曽
我
指
導
官
が
同
行
し
、
富
山
署
の
加

藤
署
長
、
熊
沢
調
整
官
、
後
藤
治
山
課
長
が
案

内
に
当
た
り
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
海
岸
近
く
に
生
育
す
る
沢
ス
ギ
、

ブ
ナ
平
の
樹
齢
約
三
〇
〇
年
生
の
立
山
ス
ギ
と

人
工
造
林
さ
れ
た
樹
齢
約
一
〇
〇
年
生
の
ス
ギ

を
視
察
し
ま
し
た
。

　

翌
日
は
、
常
願
寺
川
地
区
の
民
有
林
直
轄
治

山
事
業
地
に
お
い
て
、
大
規
模
崩
壊
地
の
山
腹

工
施
工
状
況
と
資
材
運
搬
用
ト
ン
ネ
ル
内
の
照

明
等
の
電
力
を
供
給
す
る
湧
水
を
活
用
し
た
小

規
模
水
力
発
電
施
設
（
ト
ン
ネ
ル
内
）
を
視
察

し
ま
し
た
。
ま
た
、
隣
接
す
る
国
土
交
通
省
が

実
施
し
て
い
る
立
山
カ
ル
デ
ラ
の
砂
防
工
事
箇

所
も
併
せ
て
視
察
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
立
山
ス
ギ
を
間
近
で

じ
っ
く
り
見
る
こ
と
が
で
き
た
」、「
ト
ン
ネ
ル

内
の
湧
水
で
自
家
発
電
す
る
ア
イ
デ
ア
は
素
晴

ら
し
い
」
な
ど
の
意
見
が
聞
か
れ
、
大
い
に
国

有
林
の
Ｐ
Ｒ
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 
［
広
報
］
十
一
月
十
二
日
、
金
曜
会
（
長
野
県

内
マ
ス
コ
ミ
各
社
の
報
道
責
任
者
の
会
）
に
よ

る
恒
例
の
国
有
林
視
察
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
北
信
署
管
内
の
黒
姫
山
国
有
林
で

間
伐
作
業
と
治
山
現
場
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

間
伐
の
現
場
は
、
黒
姫
山
国
有
林
の
森
林
空

間
利
用
タ
イ
プ
の
カ
ラ
マ
ツ
林
で
間
伐
を
繰
り

返
し
て
針
広
混
交
林
化
を
目
的
と
す
る
箇
所
で

す
。
林
齢
九
十
七
年
生
の
カ
ラ
マ
ツ
を
グ
ラ
ッ

プ
ル
・
プ
ロ
セ
ッ
サ
等
の
高
性
能
林
業
機
械

を
組
み
合
わ
せ
て
生
産
し
て
い
る
現
場
を
視
察

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
治
山

現
場
は
、
同
国

有
林
で
平
成
七

年
の
豪
雨
等
に

よ
り
崩
壊
し
た

箇
所
の
全
体
計

画
面
積
二
七
〇

㌶
の
う
ち
、
今

年
度
実
施
し
て
い
る
〇
・
六
三
㌶
の
山
腹
工
箇

所
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

森
林
管
理
局
か
ら
は
平
野
局
長
、
有
井
広
報

主
任
官
が
同
行
し
、
北
信
署
か
ら
村
松
署
長
、

小
林
調
整
官
が
案
内
に
当
た
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
高
性
能
林
業
機
械
は
高
額

で
あ
る
が
、
実
際
に
作
業
現
場
を
見
て
効
率
が

い
い
の
に
驚
い
た
」、「
こ
ん
な
に
急
峻
な
現
場

で
治
山
工
事
を
し
て
い
る
と
は
思
わ
な
か
っ

た
」
な
ど
の
意
見
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

 

［
企
画
調
整
室
］
十
月
二
十
七
日
、
松
本
市
内

に
お
い
て
、
平
成
二
十
年
度
国
有
林
野
等
所
在

市
町
村
長
有
志
連
絡
協
議
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

会
議
に
は
、
管
内
十
ブ
ロ
ッ
ク
を
代
表
す
る

市
町
村
長
等
、
林
野
庁
か
ら
福
田
国
有
林
野
部

長
、
森
川
特
用
林
産
対
策
室
長
、
当
局
か
ら
平

野
局
長
、
小
林
次
長
、
関
係
部
長
・
課
長
等
が

出
席
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
平
野
局
長
か
ら
、
日
頃
か
ら
の
業
務

運
営
等
へ
の
協
力
・
支
援
に
対
す
る
御
礼
を
述

べ
る
と
と
も
に
局
が
取
り
組
ん
で
い
る
森
林
整

備
、
災
害
対
策
、
鳥
獣
被
害
対
策
等
の
展
開
等

に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
福
田
国
有
林
野
部

長
か
ら
は
、
中
央
情
勢
に
つ
い
て
の
説
明
等
が

あ
り
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
で
は
、
各
市
町
村
長
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
の
実
情
を
踏
ま
え
、
森
林
整
備
や
治
山
事
業

の
推
進
、
地
域
振
興
の
た
め
の
国
有
林
野
の
利

活
用
、
官
行
造
林
関
係
等
、
多
岐
に
わ
た
る
発

言
が
あ
り
、
ま
た
、
最
近
深
刻
に
な
っ
て
い
る

シ
カ
等
の
被
害
に
つ
い
て
も
活
発
な
意
見
が
交

わ
さ
れ
、
市
町
村
の
国
有
林
に
対
す
る
大
き
な

期
待
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
た
な
試
み
と
し
て
行
っ
た
講
演
会

で
は
、「
既
存
資
源
を
用
い
た
魅
力
づ
く
り
と

地
域
活
性
化
」
と
題
し
て
、
東
京
大
学
堀
教
授

が
、
い
か
に
魅
力
あ
る
街
づ
く
り
を
行
い
、
人

を
呼
び
寄
せ
、
地
域
を
活
性
化
す
る
か
に
つ
い

て
実
例
を
交
え
て
説
き
、
各
市
町
村
長
等
は
興

味
深
く
聞
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

中
部
森
林
管
理
局
で
は
、
今
回
伺
っ
た
意
見

等
を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
、
開
か
れ
た
「
国
民

の
森
林
」
と
し
て
適
切
に
国
有
林
野
を
管
理
経

営
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

小規模水力発電等の説明を受ける参加者

治山現場で説明に聞き入る参加者

挨拶する平野局長

平
成
二
十
年
度
国
有
林
野
等
所
在

市
町
村
長
有
志
連
絡
協
議
会
を
開
催

長
野
・
名
古
屋
林
政
記
者
ク
ラ
ブ
合
同

国
有
林
視
察

金
曜
会
の
国
有
林
視
察

　
　

―

長
野
県
内
マ
ス
コ
ミ
各
社
の
長―

間
伐
作
業
と
治
山
現
場
を
視
察
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［
富
山
署
］
十
月
十
日
に
、
富
山
県
地
域
振
興

団
体
協
議
会
（
事
務
局
・
町
村
会
）
主
催
の
担

当
課
長
会
議
及
び
現
地
研
究
会
が
、
県
や
市
町

村
の
林
業
担
当
者
等
二
十
名
が
参
加
し
て
立
山

町
ブ
ナ
坂
国
有
林
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回

の
会
議
は
国
有
林
の
現
地
を
説
明
し
て
ほ
し
い

と
の
要
請
が
あ
り
、
当
署
の
取
組
を
Ｐ
Ｒ
し
理

解
し
て
い
た
だ
く
良
い
機
会
と
な
る
こ
と
か
ら

実
施
し
た
も
の
で
す
。
立
山
駅
に
集
合
の
後
、

バ
ス
移
動
で
は
、
寺
島
立
山
森
林
官
が
部
内

の
概
要
や
立
山
・
黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
沿
い

の
森
林
の
特
徴
な
ど
の
説
明
を
し
て
室
堂
へ
向

か
い
、
室
堂
平
で
は
高
山
植
物
の
保
護
活
動
な

ど
の
取
組
を
説
明
し
な
が
ら
散
策
を
し
、
会
議

で
は
、
加
藤
署
長
が
、
富
山
署
の
概
要
や
森
林

吸
収
源
対
策
と
し
て
の
間
伐
等
の
必
要
性
を
説

明
し
、
起
債
措
置
や
特
別
交
付
税
措
置
等
の
活

用
に
よ
る
積
極
的
な
間
伐
の
推
進
や
間
伐
ア
ン

ケ
ー
ト
へ
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
相
馬

次
長
か
ら
、
今
年
度
の
重
点
的
な
取
組
の
説
明

が
あ
り
、
そ
の
後
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
好
天
に
恵
ま
れ
立
山
の
雄
大
な
自

然
を
満
喫
す
る
と
と
も
に
、
国
有
林
へ
の
理
解

も
深
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

［
南
信
署
］
十
月
二
十
八
日
、
三
峰
川
白
濁
の

原
因
で
あ
る
崩
壊
地
の
現
状
と
国
有
林
の
対
策

に
つ
い
て
、
伊
那
市
副
市
長
ほ
か
に
現
地
説
明

を
実
施
し
ま
し
た
。

  

こ
の
崩
壊
は
、
六
月
十
三
日
に
天
竜
川
の
支

流
三
峰
川
の
奥
地
浦
国
有
林
の
船
形
沢
の
上
流

に
お
い
て
発
生
し
、
緑
色
岩
類
が
風
化
し
粘
土

化
し
た
地
質
が
現
れ
、
雨
水
等
が
流
れ
る
毎
に

遠
く
天
竜
川
本
流
ま
で
白
濁
さ
せ
る
な
ど
下
流

域
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
原

因
の
一
つ
に
「
シ
カ
の
ベ
ト
場
」（
ミ
ネ
ラ
ル

分
を
求
め
シ
カ
が
土
を
掘
る
場
所
）、
食
害
に

よ
る
下
層
植
生
の
衰
退
が
引
き
金
に
な
っ
た
と

の
見
方
も
あ
り
ま
す
。

　

災
害
発
生
後
の
翌
日
に
は
現
地
調
査
を
実

施
、
有
識
者
等
の
意
見
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
直
ち

に
復
旧
工
事
に
着
手
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
今
般
、
副
市
長
、
市
議
等
二
十
六
名
を
案

内
、
国
有
林
の
対
策
等
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ

た
も
の
で
す
。
参
加
者
か
ら
は
「
こ
れ
も
シ
カ

の
被
害
と
は
」、「
崩
壊
地
そ
の
も
の
の
工
事
も

確
実
に
実
施
し
て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
要
望
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

  

白
濁
の
成
分
は
微
細
で
容
易
に
沈
降
し
な
い

こ
と
か
ら
、
布
団
カ
ゴ
と
天
然
繊
維
を
重
ね

た
、
ろ
過
施
設
の
設
置
な
ど
の
工
事
施
工
に
着

手
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
迅
速
な
対
応
と

説
明
に
心
掛
け
、
地
域
の
安
心
・
安
全
な
暮
ら

し
を
守
る
た
め
治
山
工
事
に
取
り
組
む
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

 

［
伊
那
谷
総
合
治
山
］
飯
田
市
が
主
催
す
る

「
ま
ち
づ
く
り
学
び
あ
い
講
座
」
は
、
飯
田
市

の
上
流
域
の
自
然
・
文
化
を
訪
ね
る
ツ
ア
ー

形
式
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
一
つ
と
し
て
「
松
川
の
清
流
と
自
然
を
訪
ね

て
」
が
十
月
十
九
日
に
開
催
さ
れ
、
松
川
入
民

有
林
直
轄
治
山
事
業
地
に
お
い
て
現
地
説
明
を

行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
好
天
に
恵
ま
れ
、
保
全
対
象
の
住

民
で
も
あ
る
飯
田
市
鼎
地
区
の
住
民
と
一
般

公
募
に
よ
る
参
加
者
五
十
三
名
は
、
近
江
澤
飯

田
治
山
事
業
所
主
任
の
説
明
に
耳
を
傾
け
な
が

ら
、
施
工
地
の
状
況
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
復
旧
状
態
を
現
地
確
認
す
る
こ

と
で
、
治
山
事
業
の
役
割
が
よ
り
一
層
理
解
で

き
た
」、「
こ
れ
か
ら
も
下
流
住
民
の
為
に
、
こ

の
治
山
事
業
を
実
施
し
て
も
ら
い
た
い
」
な
ど

の
応
援
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

［
南
信
署
］
諏
訪
湖
の
上
流
に
広
が
る
東
俣
国

有
林
は
、「
御
柱
の
森
」
と
し
て
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
「
御
柱
の
森
」
は
七
年
に
一
度

行
わ
れ
る
伝
統
行
事
「
諏
訪
大
社
・
下
社
」
の

「
御
柱
祭
」（
平
成
二
十
二
年
）
で
使
用
す
る
モ

ミ
の
大
木
を
育
む
森
で
す
。
伝
統
行
事
を
将
来

へ
引
き
継
ご
う
と
平
成
十
四
年
に
協
定
を
結

び
、
モ
ミ
の
植
栽
、
森
林
整
備
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
が
、
こ
こ
数
年
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る

モ
ミ
の
食
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

説明に聞き入る参加者

現地を視察する伊那市市議他

説明に聞き入る参加者

国
有
林
の
取
組
を
紹
介

「
崩
壊
地
発
生
、

河
川
が
白
濁
、
緊
急
工
事
に
着
手
」

　
　
　
　

 

〜
地
元
市
議
等
が
視
察
〜

飯
田
市
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り

学
び
あ
い
講
座
の
「
松
川
の
清
流
と

自
然
を
訪
ね
て
」
で
治
山
事
業
を
説
明

下
諏
訪
町
民
の
森
林
を
訪
ね
て

　
　

〜
下
諏
訪
地
域
と
の
協
働
〜
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十
月
十
五
日
、「
下
諏
訪
町
民
の
森
林
・
東

俣
国
有
林
を
訪
ね
て
」
と
題
し
て
、
森
に
親
し

む
機
会
の
少
な
い
諏
訪
地
域
の
皆
さ
ん
に
国
有

林
に
触
れ
て
い
た
だ
く
た
め
、
御
柱
の
森
の
見

学
会
等
を
開
催
し
ま
し
た
。

  

当
日
は
、
御
柱
の
森
づ
く
り
協
議
会
の
方
や

町
民
ら
約
七
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
署
長
か

ら
「
モ
ミ
の
木
や
八
島
ヶ
原
湿
原
を
地
域
の
大

切
な
森
と
し
て
地
元
の
協
力
を
得
な
が
ら
守
っ

て
い
き
た
い
」
と
、
来
賓
の
下
諏
訪
町
長
か
ら

は
「
最
近
ニ
ホ
ン
ジ
カ
が
増
え
御
柱
の
森
で
も

六
十
一
本
も
の
モ
ミ
の
木
が
被
害
に
遭
っ
て
お

り
皆
で
守
っ
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ

り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
食
害
か
ら
モ
ミ
を

守
る
た
め
、
樹
皮
ネ
ッ
ト
取
り
付
け
作
業
に
取

り
か
か
り
ま
し
た
。
六
人
で
一
組
に
な
り
根
張

り
か
ら
高
さ
二
㍍
程
度
ま
で
し
っ
か
り
ネ
ッ
ト

で
覆
い
、
九
十
本
の
モ
ミ
の
木
に
取
り
付
け
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
こ
れ

か
ら
も
、
モ
ミ
の
木
を
守
る
活
動
に
参
加
し
た

い
」
と
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
地
域
と
の
協
働
を
通
じ
て
国
有

林
の
理
解
促
進
に
つ
な
が
る
取
組
を
推
進
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

 

［
治
山
課
］
十
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
三
日
に

か
け
、
木
曽
署
管
内
と
南
信
署
管
内
に
お
い
て

治
山
技
術
検
討
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
国
有
林
と
民
有
林
で
一
体
的
に
全

体
計
画
を
策
定
し
、
地
域
防
災
力
の
総
合
的

向
上
を
目
的
と
し
た
特
定
流
域
総
合
治
山
事

業
に
つ
い
て
、
木
曽
署
管
内
に
お
い
て
今
年
度

か
ら
始
め
た
贄
川
国
有
林
（
贄
川
地
区
）
と
平

成
十
八
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
奈
良
井
国
有

林
（
糠
沢
地
区
）
で
の
実
施
状
況
を
検
証
し
、

今
後
の
治
山
事
業
計
画
策
定
の
参
考
と
し
ま
し

た
。

　

二
日
目
は
、
平
成
十
八
年
七
月
の
集
中
豪
雨

に
よ
り
、
大
規
模
な
山
腹
崩
壊
（
五
・
八
〇

㌶
）
が
発
生
し
た
南
信
署
管
内
の
横
川
国
有
林

（
瀬
戸
沢
）
で
、
平
成
十
八
年
度
の
現
地
検
討

会
で
対
策
工
を
検
討
し
て
お
り
、
実
際
の
復
旧

状
況
に
つ
い
て
当
時
の
検
討
結
果
を
基
に
復
旧

状
況
等
を
検
証
す
る
こ
と
に
よ
り
、
技
術
の
研

鑚
を
図
り
ま
し
た
。

　

毎
年
、
治
山
現
地
検
討
会
は
職
員
だ
け
で
開

催
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
は
、
国
有
林
と
民

有
林
を
一
体
的
に
考
え
る
に
は
、
県
等
の
治
山

担
当
者
や
、
高
度
な
治
山
技
術
を
習
得
す
る
う

え
で
外
部
の
専
門
的
な
知
識
の
あ
る
講
師
の
活

用
も
検
討
し
、
更
な
る
治
山
技
術
の
研
鑚
を
図

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

［
南
信
署
］
十
月
二
十
二
日
、
浦
国
有
林
に
お

い
て
「
低
コ
ス
ト
・
高
効
率
作
業
シ
ス
テ
ム

現
地
検
討
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
検
討
会
は
、
伊
那
谷
流
域
の
森
林
整
備

と
林
業
・
木
材
業
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
流

域
林
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
地
域
林

業
・
木
材
関
係
者
等
に
対
し
、
低
コ
ス
ト
・

高
効
率
作
業
シ
ス
テ
ム
の
普
及
啓
発
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
流
域
管
理
推
進
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
取
組
の
一
環
と
し
て
行
っ
た
も
の
で

す
。

　

事
業
地
は
、
四
十
年
生
の
カ
ラ
マ
ツ
約
六
十

㌶
、
路
網
は
三
千
百
㍍
で
路
網
密
度
は
㌶
約

百
㍍
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
県
、
市
町
村
の
担
当
及
び
林
業

関
係
者
五
十
名
が
参
加
し
て
、
ス
イ
ン
グ

ヤ
ー
ダ
、
プ
ロ
セ
ッ
サ
、
フ
ォ
ワ
ー
ダ
等
の

高
性
能
林
業
機
械
を
使
用
し
た
集
造
材
、
運

搬
と
作
業
路
作
設
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
民
有
林
で
は
森
林
所
有

者
の
問
題
か
ら
大
規
模
な
間
伐
が
難
し
い
と

い
っ
た
意
見
も
出
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
森

林
整
備
部
長
か
ら
「
い
か
に
し
て
機
械
の

稼
働
を
高
め
ら
れ
る
か
」、「
ま
た
、
日
々
の

ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
の
積
み
重
ね
が
高
効
率

作
業
に
つ
な
が
る
」
な
ど
具
体
的
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
署
で
は
、
程
野
山
国
有
林
で
同
様
な
シ

ス
テ
ム
で
約
四
十
㌶
の
間
伐
を
実
行
し
て
お

り
、
地
形
が
複
雑
な
伊
那
谷
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
特
徴
を
踏
ま
え
、
更
に
低
コ
ス
ト
・
高
効

率
の
作
業
仕
組
、
作
業
路
作
設
に
取
組
、
流

域
林
業
の
活
性
化
に
資
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

樹皮ネットを取り付ける参加者

路網から集材するスイングヤーダ

検討会の様子

林
業
技
術
・
治
山
技
術

治
山
技
術
の
研
鑚
を
目
標
に

現
地
検
討
会
を
開
催

〜
管
内
の
林
業
関
係
者
が
集
う
〜

低
コ
ス
ト
・
高
効
率
作
業
シ
ス
テ
ム

検
討
会
を
開
催
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［
東
信
署
］
秋
晴
れ
の
十
月
十
日
、
立
科
町
の

白
樺
高
原
（
全
国
育
樹
祭
会
場
跡
地
）
に
お
い

て
佐
久
地
方
事
務
所
、
東
信
森
林
管
理
署
、
立

科
町
、
佐
久
森
林
林
業
振
興
会
、
佐
久
森
林
組

合
の
五
団
体
が
主
催
す
る
「
平
成
二
十
年
度
佐

久
地
区
森
林
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
地
域
緑
化
の
推
進
と
地
域
住

民
の
森
林
整
備
に
対
す
る
意
欲
の
高
揚
を
図
る

た
め
、
森
林
林
業
関
係
団
体
が
協
力
し
て
毎
年

開
催
し
て
お
り
、
今
年
で
十
九
回
目
を
数
え
ま

す
が
林
業
関
係
者
、
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
、
立
科
小
学
校
な
ど
約
三
百
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
主
催
者
を
代
表
し
て
大
西
東
信
署

長
が
挨
拶
し
、
小
宮
山
立
科
町
長
か
ら
歓
迎
の

挨
拶
、
立
科
小
学
校
緑
の
少
年
団
代
表
二
名
か

ら
「
私
た
ち
は
、
か
け
が
え
の
な
い
緑
を
未
来

の
人
々
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
お
互
い
手
を
取
り

合
い
、
助
け
合
っ
て
緑
を
守
り
育
て
ま
す
」
と

力
強
く
み
ど
り
の
ふ
れ
あ
い
宣
言
が
な
さ
れ
参

加
者
全
員
で
、
モ
ミ
・
カ
ラ
マ
ツ
林
の
枝
払

作
業
を
行
い
ま
し
た
。
子
供
た
ち
は
最
初
慣
れ

な
い
手
つ
き
で
ノ
コ
ギ
リ
を
握
り
な
が
ら
枝
と

格
闘
し
て
い
ま
し
た
が
、
育
樹
指
導
員
の
ア
ド

バ
イ
ス
も
あ
り
、
作
業
後
半
に
は
、
し
っ
か
り

と
枝
払
い
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
作
業

中
会
場
を
横
切
る
シ
カ
の
登
場
に
子
供
た
ち
は

驚
き
の
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
記
念
標
柱
を
立
て
、
立
科
町
の
町
木

「
シ
ラ
カ
バ
」
の
植
樹
を
行
い
森
林
祭
を
終
了

し
ま
し
た
。

 
［
木
曽
署
］
十
月
三
十
日
、
木
曽
署
平
成
二
十

年
度
育
樹
祭
を
赤
沢
自
然
休
養
林
に
隣
接
す
る

ヒ
ノ
キ
天
然
更
新
試
験
地
に
お
い
て
開
催
し
ま

し
た
。

　

当
試
験
地
は
、
木
曽
ヒ
ノ
キ
の
永
続
を
図
る

た
め
、
後
継
の
ヒ
ノ
キ
林
を
育
成
す
る
天
然
更

新
を
狙
い
と
し
て
、
下
層
の
ア
ス
ナ
ロ
の
処
理

及
び
上
木
の
伐
採
、
ヒ
ノ
キ
稚
樹
の
育
成
等
の

施
業
方
法
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
し
て
昭
和

五
十
八
年
に
設
定
さ
れ
た
箇
所
で
す
。
今
回
は

下
層
の
ア
ス
ナ
ロ
等
の
繁
茂
が
目
立
っ
て
き
た

こ
と
か
ら
、
下
層
木
を
除
去
す
る
こ
と
に
よ
り

林
内
の
光
環
境
を
改
善
し
ヒ
ノ
キ
稚
樹
の
育
成

を
促
す
こ
と
を
目
的
に
除
伐
作
業
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
地
元
県
議
会
議
員
、
木
曽
地
方
事

務
所
、
上
松
町
を
は
じ
め
管
内
町
村
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
及
び
林
業
関
係
団
体
等
の
招
待
者

八
十
名
と
、
多
く
の
職
員
が
参
加
し
て
紅
葉
の

残
る
晩
秋
の
赤
沢
で
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

招
待
者
を
中
心
と
し
た
除
伐
作
業
は
各
森
林

官
等
の
指
導
で
、㌶
当
た
り
約
十
万
本
も
あ
る

ヒ
ノ
キ
稚
樹
を
踏
ま
な
い
よ
う
足
元
に
注
意
し

な
が
ら
、
予
定
し
た
約
二
㌶
の
作
業
を
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

併
せ
て
、
職
員
に
よ
る
赤
沢
自
然
休
養
林
内

の
遊
歩
道
整
備
作
業
も
行
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
・
学
生
等
の
協
力
に
よ
り
実
施
し
た
遊
歩

道
整
備
は
、
今
年
度
予
定
し
た
全
て
の
路
線
を

完
成
さ
せ
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
育
樹
祭
で
は
、
ヒ
ノ
キ
の
天
然
更
新

に
は
光
環
境
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
大

切
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
上
木
の
伐
採
及
び

下
層
木
の
除
去
を
併
せ
て
行
う
必
要
が
あ
る
こ

と
を
、
試
験
地
で
の
取
組
に
よ
り
紹
介
し
、
地

域
へ
の
情
報
発
信
に
つ
な
げ
る
貴
重
な
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

 

［
北
信
署
］
十
月
二
十
七
日
、
長
野
市
の
飯
縄

山
国
有
林
に
お
い
て
、
長
野
市
立
芋
井
中
学
校

の
全
校
生
徒
二
十
四
名
を
対
象
に
保
育
間
伐
の

体
験
林
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

作
業
箇
所
は
芋
井
小
・
中
学
校
と
昭
和
四 

十
三
年
に
契
約
を
し
た
分
収
造
林
地
で
、
同
校

の
生
徒
に
よ
り
毎
年
下
刈
作
業
が
行
わ
れ
て
き

ま
し
た
。
間
伐
体
験
は
平
成
十
七
年
度
か
ら

実
施
し
て
お
り
、
今
年
度
で
四
回
目
と
な
り
ま

す
。

　

同
校
で
は
、
十
月
二
日
に
北
信
署
職
員
に
よ

る
森
林
教
室
を
行
い
、
森
林
の
働
き
や
間
伐
の

方
法
な
ど
に
つ
い
て
事
前
に
学
習
を
し
、
体
験

林
業
に
臨
み
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
職
員
の
指
導
の
も
と
直
径
十
六
㌢

㍍
ほ
ど
の
カ
ラ
マ
ツ
を
伐
倒
し
、
キ
ノ
コ
の
ほ

だ
木
と
し
て
利
用
す
る
た
め
一
㍍
ず
つ
に
玉
切

り
し
た
丸
太
を
全
員
で
協
力
し
て
運
び
出
し
ま

し
た
。
初
め
て
参
加
し
た
一
年
生
は
少
し
緊
張

し
た
よ
う
で
す
が
、
作
業
が
進
む
に
つ
れ
て
笑

顔
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
怪
我
も
な
く
楽

し
く
作
業
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

年
一
回
の
体
験
林
業
で
す
が
、
生
徒
た
ち
が

少
し
で
も
森
林
や
林
業
に
興
味
を
持
つ
き
っ
か

け
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

一生懸命枝払いをする児童

久しぶりの山仕事です

鋸を使って受け口伐りに挑戦！

平
成
二
十
年
度佐久

地
区
森
林
祭
を
開
催

育
樹
祭
を
開
催

飯
縄
山
国
有
林
で
保
育
間
伐
を
体
験
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［
木
曽
署
］「
と
こ
わ
か
の
森
」
は
、
国
有
林
を

子
供
た
ち
の
体
験
活
動
の
場
と
し
て
提
供
す
る

「
遊
々
の
森
」
制
度
に
よ
り
、
平
成
十
九
年
四

月
に
木
曽
郡
上
松
町
小
川
入
国
有
林
内
に
設
け

ら
れ
ま
し
た
。

　

十
月
二
十
六
日
、
名
古
屋
市
の
熱
田
神
宮

「
宮
の
森
み
ど
り
の
少
年
団
」
が
「
と
こ
わ
か

の
森
」
を
訪
れ
、
間
伐
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

活
動
は
一
泊
二
日
の
日
程
で
、
間
伐
作
業
の

他
に
も
歩
道
整
備
や
自
然
観
察
等
を
行
い
ま
し

た
が
、
中
で
も
間
伐
作
業
は
子
供
た
ち
が
最
も

楽
し
み
に
し
て
い
た
活
動
で
し
た
。

　

大
人
が
手
伝
お
う
と
す
る
と
、「
最
後
ま
で

自
分
で
や
る
」
と
、
張
り
切
っ
て
鋸
を
挽
き
、

途
中
で
疲
れ
て
も
、
根
気
よ
く
作
業
を
続
け
て

い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
雨
の
降
る
肌
寒
い
天
気
で
し
た

が
、
間
伐
作
業
時
に
は
雨
も
上
が
り
、
子
供
た

ち
は
汗
を
流
し
て
夢
中
に
な
っ
て
作
業
を
し
て

い
ま
し
た
。

　
「
森
林
を
育
て
る
こ
と
の
大
切
さ
が
分
か
っ

た
」
と
い
う
頼
も
し
い
感
想
や
、「
こ
ん
な
体

験
初
め
て
！
」
と
い
う
感
激
の
声
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

　

私
た
ち
に
と
っ
て
当
た
り
前
の
こ
と
で
も
、

子
供
た
ち
に
と
っ
て
は
珍
し
い
こ
と
、
新
し
い

発
見
に
つ
な
が
る
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
森

の
中
で
、
様
々
な
こ
と
を
見
て
、
聞
い
て
、
感

じ
て
、
こ
の
森
で
し
か
味
わ
え
な
い
体
験
を
し

て
も
ら
え
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

 ［
木
曽
森
林
環
境
保
全
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
］

 

十
月
十
七
～
十
八
日
、
長
野
県
の
菅
平
高
原

に
お
い
て
、
管
内
四
県
の
国
有
林
・
民
有
林
で

活
動
し
て
い
る
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
集

う
「
グ
リ
ー
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
サ
ミ
ッ
ト
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
サ
ミ
ッ
ト
は
、
体
験
学
習
、
活
動
報
告

や
意
見
交
換
等
を
通
じ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

の
資
質
の
向
上
と
森
林
環
境
教
育
の
一
層
の
推

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
で
四
回
目
と
な
り
、
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
二
十
三
団
体
、
五
十
六
名
と
局
署
等
職
員
合

わ
せ
て
総
勢
七
十
七
名
が
参
加
を
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

  

一
日
目
は
、
開
催
地
の
東
信
地
方
で
活
躍
し

て
い
る
四
団
体
、
①
「
上
小
木
青
連
」
②
「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
根
っ
こ
の
会
」
③
「
倶
楽
部
井
戸

端
」
④
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
ま
ぼ
う
し
自
然
学

校
」
の
事
例
報
告
会
と
意
見
交
換
会
を
行
い
ま

し
た
。

　

特
別
発
表
と
し
て
、「
長
野
大
学
」
環
境

ツ
ー
リ
ズ
ム
学
部
の
高
橋
一
秋
准
教
授
と
入
門

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
学
生
か
ら
大
学
構
内
の
「
恵

み
の
森
」（
約
三
・
六
㌶
）
で
実
施
し
て
い
る

「
恵
み
の
森
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
取
組
内

容
や
成
果
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。　

　

参
加
者
か
ら
は
、「
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
頑

張
っ
て
い
る
様
子
に
感
銘
し
た
」
な
ど
と
感
想

が
寄
せ
ら
れ
、
ま
た
、
活
動
を
継
続
し
て
い
く

た
め
の
資
金
確
保
が
最
大
の
問
題
と
の
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
三
つ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
分

れ
体
験
学
習
を
行
っ
た
後
、
全
員
で
「
人
間
椅

子
」
に
挑
戦
し
、
歓
声
が
飛
び
交
う
中
、
協
力

の
輪
が
醸
成
さ
れ
ま
し
た
。
二
日
間
の
サ
ミ
ッ

ト
を
通
じ
て
、
各
団
体
間
の
連
携
が
更
に
深
ま

り
ま
し
た
。

　

終
わ
り
に
、
前
年
度
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
主
導
の
実
行
委
員
会
に
よ
る
企
画
・
運
営
で

の
開
催
と
な
り
、
今
回
は
長
野
県
の
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
や
ま
ぼ
う
し
自
然
学
校
」（
上
田
市
）
と

「
城
山
史
跡
の
森
倶
楽
部
」（
木
曽
町
）
の
二
団

体
が
担
当
、
多
く
の
時
間
を
要
し
て
の
事
前
準

備
や
当
日
の
運
営
に
ご
苦
労
い
た
だ
い
た
こ
と

に
対
し
、
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

 

［
中
信
署
］
十
月
二
十
四
日
、
長
野
林
業
土
木

協
会
中
信
支
部
の
十
八
社
、
二
十
五
名
が
、
本

年
度
二
回
目
の
森
林
整
備
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参

加
し
ま
し
た
。
作
業
場
所
は
、
関
電
ト
ン
ネ
ル

ト
ロ
リ
ー
バ
ス
扇
沢
駅
ま
で
の
大
町
ア
ル
ペ
ン

ラ
イ
ン
沿
い
の
篭
川
谷
国
有
林
で
、
野
生
動
物

（
ク
マ
・
サ
ル
）
の
獣
害
対
策
と
し
て
灌
木
や

笹
等
の
刈
払
い
を
行
い
ま
し
た
。
作
業
が
始
ま

る
前
に
下
平
署
長
か
ら
、「
皆
さ
ん
と
と
も
に
、

大
町
市
と
連
携
し
て
獣
害
対
策
に
資
す
る
森
林

整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ

り
、
松
川
首
席
森
林
官
か
ら
作
業
に
対
す
る
説

明
の
後
、
各
自
持
参
し
た
刈
払
機
、
手
鎌
、
鋸

等
を
使
用
し
て
作
業
に
取
り
か
か
り
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
方
か
ら
、「
藪
が
取
り
払
わ
れ

た
こ
と
か
ら
野
生
動
物
が
出
て
こ
ら
れ
ず
、
獣

害
が
減
る
だ
ろ
う
」、「
次
回
は
、
森
林
整
備
の

必
要
性
に
つ
い
て
の
事
前
学
習
会
を
行
っ
て
欲

国
民
参
加
の
森
づ
く
り
に

取
り
組
む
団
体
が
集
う

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
サ
ミ
ッ
ト
」
を
開
催

暑くなってきたよ

協力の輪「人間椅子」の様子

長
野
林
業
土
木
協
会
が
本
年
度
二
回

目
の
森
林
整
備
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

宮
の
森
み
ど
り
の
少
年
団

「
と
こ
わ
か
の
森
」
を
訪
れ
て
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昼
食
を
挟
ん
で
午
後
も
「
残
り
を
な
ん
と

か
」
と
精
を
出
し
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
一

部
残
し
た
班
も
あ
り
ま
し
た
。
作
業
終
了
後
は

職
員
の
指
導
に
よ
り
鎌
を
研
い
だ
り
、
道
具
を

洗
い
、
記
念
撮
影
の
後
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
き
れ
い
に
な
っ
た
林
内
や
、
歩
き

や
す
く
な
っ
た
歩
道
に
満
足
げ
な
面
持
ち
で
し

た
が
、
一
部
残
し
た
班
で
は
、「
完
成
さ
せ
た

か
っ
た
」、「
残
念
」
と
積
極
的
な
姿
勢
と
笑
顔

を
残
し
て
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。

 

［
富
山
署
］
十
一
月
五
日
に
、
南
砺
市
利
賀
の

水
無
国
有
林
に
お
い
て
地
元
の
自
然
解
説
員
ら

で
つ
く
る
「
利
賀
飛
翔
の
会
」
や
県
自
然
保
護

協
会
な
ど
の
会
員
三
十
名
が
参
加
し
て
、
水
無

湿
原
の
保
全
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
白
木
水
無

県
立
自
然
公
園
内
に
あ
る
水
無
湿
原
は
、
湿
原

部
に
は
葉
に
緑
の
斑
紋
が
あ
る
貴
重
な
ミ
ズ
バ

シ
ョ
ウ
が
群
生
し
、
リ
ュ
ウ
キ
ン
カ
や
コ
バ
イ

ケ
ソ
ウ
な
ど
も
見
ら
れ
、
乾
燥
部
で
は
カ
タ
ク

リ
や
ヤ
マ
ト
リ
カ
ブ
ト
な
ど
多
く
の
植
物
が
四

季
折
々
に
観
察
で
き
る
自
然
の
花
園
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
豪
雨
等
に
よ
る
出
水
で
、
河
床

が
掘
ら
れ
地
表
水
流
が
減
少
し
た
り
、
オ
オ
バ

ヤ
ナ
ギ
等
の
侵
入
に
よ
り
乾
燥
化
が
進
ん
だ
こ

と
か
ら
、
平
成
十
五
年
度
か
ら
飛
翔
の
会
と
共

に
保
全
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

毎
回
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
参
加
者
は
増
え

て
お
り
、
保
全
作
業
に
参
加
す
る
こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
い
る
方
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
今

回
の
保
全
作
業
は
、
七
月
の
豪
雨
に
よ
り
破
損

し
た
止
水
用
の
土
留
柵
に
土
嚢
を
積
ん
で
補
修

を
し
た
り
、
ヤ
ナ
ギ
等
の
萌
芽
の
刈
り
払
い
に

汗
を
流
し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
作
業

に
参
加
し
て
良
か
っ
た
。
来
年
来
る
の
が
楽
し

み
で
す
」
と
の
声
が
聞
か
れ
、
来
年
六
月
の
植

生
観
察
会
で
の
再
会
を
約
束
し
て
帰
路
に
つ
き

ま
し
た
。

し
い
」
等
の
感
想
、
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

当
署
と
し
て
も
継
続
し
て
大
町
ア
ル
ペ
ン
ラ
イ

ン
沿
い
の
森
林
整
備
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

 

［
名
古
屋
］
十
月
二
十
五
日
、「
多
く
の
人
が

親
し
み
学
べ
る
樹
木
見
本
林
づ
く
り
」
と
し

て
、
第
十
四
回
シ
テ
ィ
・
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
事
業

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
薄
曇
り
の
中
、
四
十
一
名
の
参
加

者
に
よ
り
、
定
光
寺
自
然
休
養
林
内
に
あ
る
樹

木
見
本
林
の
刈
り
払
い
と
歩
道
の
整
備
を
行
い

ま
し
た
。

　

作
業
や
安
全
に
つ
い
て
の
説
明
・
体
操
の

後
、
早
速
作
業
に
と
り
か
か
り
ま
し
た
。
刈
り

払
い
の
班
は
下
刈
鎌
に
よ
り
、
笹
や
か
ん
木
を

相
手
に
奮
闘
。
歩
道
修
理
の
班
は
滑
り
や
す
く

な
っ
た
歩
道
に
階
段
を
設
置
。
ま
た
、
殿
様
街

道
と
呼
ば
れ
る
道
沿
い
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
心

な
い
通
行
者
の
投
げ
捨
て
た
ゴ
ミ
も
拾
い
な
が

ら
の
作
業
に
な
り
ま
し
た
。
休
憩
を
と
り
な
が

ら
も
慣
れ
な
い
作
業
に
息
が
切
れ
、
汗
を
流
し

ま
し
た
。

 

［
東
濃
署
］
十
月
十
九
日
、
秋
晴
れ
の
中
、
中

津
川
市
神
坂
に
お
い
て
「
第
八
回
東
山
道
も
み

じ
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
神
坂
地
区
の
実
行
委
員
会
が

主
催
し
、
地
元
の
活
性
化
と
地
域
住
民
の
交
流

を
目
的
と
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の

で
、
湯
舟
沢
国
有
林
内
に
あ
る
神
坂
大
檜
や
ケ

ヤ
キ
平
森
林
ス
ポ
ー
ツ
林
周
辺
へ
の
散
策
も
行

わ
れ
る
こ
と
か
ら
当
署
も
協
賛
と
し
て
参
加
し

て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
紅
葉
真
っ
盛
り
の
中
、
地
元
住

民
を
中
心
に
約
五
十
名
が
、
も
み
じ
狩
り
と

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

遠
く
に
御
岳
、
乗
鞍
岳
を
な
が
め
な
が
ら
往

復
一
時
間
半
の
行
程
を
歩
き
、
神
坂
大
檜
で

は
、
そ
の
大
き
さ
に
参
加
者
か
ら
は
驚
き
の
声

が
あ
が
り
ま
し
た
。
樹
木
保
護
の
た
め
参
加
者

は
巨
木
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
幹
周

り
と
同
じ
長
さ
の
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
プ
を
使
っ
て

作業をする参加者

刈り払い作業に汗を流して

土嚢を積む参加者

神坂大檜の大きさに感動の参加者

樹
木
見
本
林
の
整
備
に
汗

　
　

〜
Ｃ
Ｆ
事
業
〜

地
域
と
連
携
し
た
湿
原
の
保
全
作
業

各
地
か
ら
の
た
よ
り

各
地
か
ら
の
た
よ
り

も
み
じ
狩
り
と
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
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は
非
常
に
冷
え
込
み
ま
し
た
が
、
遊
歩
道
か
ら

は
三
つ
の
滝
を
見
る
こ
と
も
で
き
、
参
加
者
は

鮮
や
か
に
紅
葉
し
た
秋
の
カ
ヤ
の
平
を
一
時
間

半
ほ
ど
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
、
昼
食
後
に
は

散
策
の
際
に
拾
っ
た
木
の
葉
や
実
な
ど
を
使
っ

て
「
森
の
つ
な
が
り
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
作
品

づ
く
り
に
挑
戦
し
、
発
表
会
も
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
昨
年
は
あ
い
に
く
の
雨

だ
っ
た
が
、
今
年
は
天
気
も
良
く
、
紅
葉
も
き

れ
い
で
非
常
に
良
か
っ
た
」、「
森
の
中
を
歩
く

の
は
気
持
ち
が
良
い
」
と
満
足
の
声
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
自
然
と
ふ
れ
あ
い
、
利
用
者
同
士

の
交
流
を
図
る
機
会
と
し
て
、
今
後
も
継
続
し

て
開
催
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

    

［
名
古
屋
］
好
天
に
恵
ま
れ
た
十
月
十
一

～
十
二
日
に
尾
張
旭
市
民
祭
が
開
催
さ
れ
、

四
三
、〇
〇
〇
人
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

名
古
屋
事
務
所
は
十
一
日
に
参
加
し
、
パ
ネ

ル
展
示
と
木
工
ク
ラ
フ
ト
教
室
を
行
い
ま
し

大
き
さ
を
体
感
し
ま
し
た
。
ま
た
、
姥
ナ
ギ
沢

の
山
腹
工
事
箇
所
で
は
、
職
員
が
工
事
の
概
要

と
必
要
性
を
説
明
し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は

「
巨
木
の
大
き
さ
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
こ

ん
な
に
気
分
良
く
歩
け
る
な
ん
て
最
高
で
す
」

な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

 

［
名
古
屋
事
務
所
］
十
月
十
八
日
、
第
四
回
森

林
ふ
れ
あ
い
講
座
「
木
曽
ヒ
ノ
キ
の
美
し
い
森

林
を
散
策
し
、
名
古
屋
城
本
丸
御
殿
の
資
材
伐

採
跡
地
を
見
学
し
よ
う
」
を
名
古
屋
市
の
熱
田

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
と
の
共
催
で
開
催
し
ま
し

た
。

　

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
乗
り
入
れ
た
東
濃
署
加
子

母
裏
木
曽
国
有
林
は
、
秋
晴
れ
の
中
、
木
々
の

緑
が
色
づ
き
始
め
秋
の
気
配
を
感
じ
さ
せ
て
く

れ
ま
す
。

　

現
地
で
は
、
鶴
田
署
長
と
北
村
業
務
第
一
課

長
の
案
内
で
、
高
樽
の
滝
を
ス
タ
ー
ト
に
、
木

曽
ヒ
ノ
キ
備
林
、
伊
勢
神
宮
式
年
遷
宮
伐
採
跡

地
、
名
古
屋
城
本
丸
御
殿
伐
採
跡
地
な
ど
を
見

学
し
ま
し
た
。

  

空
襲
で
焼
失
し
た
名
古
屋
城
は
、
来
年

一
月
か
ら
本
丸
御
殿
の
復
元
が
は
じ
ま
り
、

二
〇
一
七
年
度
に
復
元
工
事
が
完
成
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
伐
採
現
場
を
訪
れ
た
参
加

者
は
、
木
曽
ヒ
ノ
キ
で
復
元
さ
れ
た
本
丸
御
殿

を
想
像
し
な
が
ら
伐
根
に
見
入
っ
て
い
ま
し

た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
貴
重
な
場
所
へ
足
を
踏

み
入
れ
る
こ
と
が
出
来
て
幸
せ
で
し
た
」、「
加

子
母
の
森
で
新
鮮
な
空
気
を
吸
う
機
会
を
つ

く
っ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
」
な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
き
、
初
秋
の
森
の

香
り
と
樹
齢
三
百
年
以
上
の
木
曽
ヒ
ノ
キ
の
森

を
満
喫
し
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

 

［
北
信
署
］
十
月
十
一
日
、
Ｆ
Ｆ
Ｇ
（
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
フ
ォ
レ
ス
ト
・
ガ
ー
デ
ン
）
の
利
用

者
を
対
象
と
し
た
「
Ｆ
Ｆ
Ｇ
交
流
会
」
を
カ
ヤ

の
平
自
然
休
養
林
に
隣
接
す
る
法
人
の
森
林

「
長
寿
の
森
林
」
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

Ｆ
Ｆ
Ｇ
は
、
国
有
林
の
一
定
の
区
画
を
自
然

の
中
で
自
由
に
過
ご
せ
る
「
森
林
ふ
れ
あ
い
基

地
」
と
し
て
個
人
や
団
体
に
貸
し
出
し
て
い
る

事
業
で
、
カ
ヤ
の
平
自
然
休
養
林
内
に
十
八
区

画
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
五
組
十
三
名
が
参
加
し
、
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
の
案
内
で
森
林
散
策
や
き
の
こ
狩

り
を
行
い
ま
し
た
。
標
高
一
、五
〇
〇
㍍
の
現
地

た
。

　

こ
の
催
し
は
、
市
民
の
交
流
や
豊
か
な
市
民

生
活
の
推
進
を
目
的
に
毎
年
開
催
さ
れ
る
も
の

で
す
。

　

名
古
屋
事
務
所
の
ブ
ー
ス
を
訪
れ
た
大
勢
の

家
族
連
れ
や
、
友
人
の
グ
ル
ー
プ
へ
名
古
屋
シ

テ
ィ
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
事
業
や
森
林
ふ
れ
あ
い
講

座
の
案
内
等
の
パ
ネ
ル
の
展
示
で
、
事
業
へ
参

加
の
呼
び
か
け
を
し
ま
し
た
。　

　

木
工
ク
ラ
フ
ト
の
ス
テ
ン
シ
ル
は
常
に
行
列

が
出
来
る
ほ
ど
盛
況
で
、
準
備
し
た
八
十
枚
を

超
え
る
輪
切
板
も
足
り
な
い
位
の
人
た
ち
が
訪

れ
、
自
分
だ
け
の
作
品
づ
く
り
を
楽
し
み
ま
し

た
。
初
め
て
ス
テ
ン
シ
ル
に
挑
戦
す
る
人
も
多

く
あ
り
ま
し
た
が
、
木
目
の
美
し
い
輪
切
板
に

感
心
し
な
が
ら
、
思
い
思
い
の
デ
ザ
イ
ン
を
完

成
さ
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
木
製
品
の
ゲ
ー
ム
に

挑
戦
し
た
人
た
ち
に
は
、
手
作
り
の
「
も
っ

く
ん
」
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
、「
可
愛
い
！
」

と
喜
び
の
声
も
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
多
く
の
人
た
ち
に
木
の
良
さ
、
木

の
美
し
さ
に
つ
い
て
感
じ
て
頂
け
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。

「三ッ紐切り」を説明する北村課長

散策を楽しむ参加者

自作の木製品を手にして

森
林
ふ
れ
あ
い
講
座

　
『
木
曽
ヒ
ノ
キ
備
林
等
の
見
学
』

秋
の
カ
ヤ
の
平
でＦ

Ｆ
Ｇ
交
流
会
を
開
催

尾
張
旭
市
民
祭
に
参
加
！
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［
岐
阜
署
］
十
月
十
九
日
、
岐
阜
県
下
呂
市
小

坂
町
に
お
い
て
、「
ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ
と
ふ

る
さ
と
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
、
岐

阜
署
も
国
有
林
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
、
出
店
し
ま
し

た
。

　

こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、「
大
火
に
あ
い
、

川
を
遡
っ
た
仁
王
像
を
一
人
で
引
き
上
げ
供
養

し
た
小
太
郎
が
怪
力
を
授
か
っ
た
」
と
い
う
、

『
仁
王
像
と
力
持
ち
小
太
郎
』
の
伝
説
に
ち
な

み
開
催
さ
れ
て
お
り
、
今
年
で
十
五
回
目
に
な

り
ま
す
。

　

当
日
は
、
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
大
勢
の
来
場

者
で
会
場
も
賑
わ
い
当
署
も
七
名
の
ス
タ
ッ
フ

で
ブ
ー
ス
の
対
応
を
し
ま
し
た
。　

　

当
署
の
出
展
内
容
は
、
森
の
恵
み
を
感
じ

る
、
体
験
型
ブ
ー
ス
で
「
森
の
ク
ラ
フ
ト
教

室
」
を
行
い
、
森
に
あ
る
小
物
等
を
使
い
工
作

を
作
っ
て
も
ら
う
も
の
で
、
毎
回
こ
の
木
工
作

製
を
楽
し
み
に
会
場
に
足
を
運
ぶ
親
子
連
れ
も

お
り
、
今
年
も
子
供
た
ち
を
中
心
に
順
番
待
ち

が
出
来
る
ほ
ど
好
評
で
し
た
。

 

［
指
導
普
及
課
］
十
月
二
十
五
日
、
長
野
市
周

辺
の
小
・
中
学
生
の
親
子
を
対
象
に
、
自
然
豊

か
な
森
に
親
し
み
な
が
ら
、
森
林
の
素
晴
ら

し
さ
や
働
き
・
役
割
に
つ
い
て
、
親
子
が
一

緒
に
な
っ
て
学
ぶ
と
と
も
に
、
国
有
林
野
事
業

の
様
々
な
取
組
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

「
親
子
の
森
林
体
験
教
室
」
を
、
秋
の
装
い
を

増
し
た
長
野
市
の
戸
隠
高
原
及
び
周
辺
国
有
林

に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
九
組
、
二
十
一
名
の
親
子
・
家
族

が
参
加
し
ま
し
た
。
製
品
生
産
現
場
は
、
樹
齢

九
十
七
年
の
カ
ラ
マ
ツ
の
伐
採
作
業
と
高
性
能

林
業
機
械
に
よ
る
作
業
を
見
学
し
、
カ
ラ
マ
ツ

の
大
木
が
倒
れ
る
瞬
間
や
、
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
が

枝
払
い
、
玉
切
り
を
瞬
時
に
行
う
姿
に
、
参
加

者
全
員
が
歓
声
を
上
げ
な
が
ら
、
初
め
て
見
る

作
業
の
光
景
に
目
を
凝
ら
し
て
い
ま
し
た
。

　

戸
隠
高
原
で
は
、
赤
や
黄
色
に
色
付
い
た

葉
っ
ぱ
を
使
っ
た
工
作
を
し
た
り
、
自
然
散
策

を
し
た
り
、
ど
ん
ぐ
り
拾
い
を
し
た
り
と
、
子

供
た
ち
み
ん
な
が
楽
し
そ
う
に
、
時
折
興
味
深

い
目
を
し
な
が
ら
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
を
満

喫
し
て
い
ま
し
た
。

　

午
後
は
、
樹
齢
二
十
四
年
の
ス
ギ
林
で
、
伐

採
（
間
伐
）
作
業
を
体
験
し
、
普
段
使
っ
た
こ

と
の
な
い
ノ
コ
ギ
リ
を
使
っ
た
作
業
に
悪
戦
苦

闘
し
な
が
ら
、
親
子
で
力
を
合
わ
せ
て
伐
倒
・

玉
切
り
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

子
供
た
ち
か
ら
「
機
械
で
切
っ
た
ら
ア
ッ
と

い
う
間
に
切
れ
る
の
に
、
ノ
コ
ギ
リ
で
木
を
切

る
の
が
こ
ん
な
に
大
変
だ
と
は
思
わ
な
か
っ

た
」
と
息
を
切
ら
せ
な
が
ら
答
え
て
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は
「
私
た
ち

も
山
の
仕
事
を
初
め
て
見
ま
し
た
。
私
た
ち
に

と
っ
て
も
大
変
意
義
の
あ
る
体
験
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し

た
」
な
ど
の

お
話
を
い
た

だ
き
、
好
評

の
う
ち
に
終

了
と
な
り
ま

し
た
。

〜
現
場
の
特
徴
を
考
え
た
対
策
で
安
全
作
業
〜

 ［
中
信
森
林
管
理
署　

松
本
班
］

　

松
本
班
が
作
業
を
実
施
し
て
い
る
現
場
は
、

東
部
に
美
ヶ
原
高
原
、
西
部
に
乗
鞍
高
原
・
上

高
地
な
ど
の
観
光
地
を
持
つ
旧
松
本
営
林
署
管

内
三
市
町
村
六
森
林
事
務
所
の
国
有
林
で
す
。

　

班
員
は
二
名
で
、
主
な
作
業
と
し
て
造
林
・

林
道
維
持
修
繕
作
業
、
収
穫
調
査
、
境
界
巡
検

な
ど
を
実
行
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
冬
期
間
の

森
林
保
全
管
理
業
務
と
し
て
間
伐
材
を
利
用
し

た
木
杭
を
作
製
し
、
高
山
植
物
保
護
ロ
ー
プ
設

置
用
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

作
業
現
場
が
広
域
と
な
っ
て
い
る
松
本
班
の

朝
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
作
業
現
場
ご
と
の
担

当
森
林
事
務
所
森
林
官
よ
り
指
示
を
受
け
現
場

の
特
徴
を
考
え
た
安
全
対
策
を
行
い
、
作
業
を

実
行
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
作
業
地
ま
で
の
経

路
は
観
光
地
に
向
か
う
車
の
交
通
量
が
多
い
た

め
、
防
衛
運
転
を
励
行
し
交
通
事
故
防
止
を
心

掛
け
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
さ
ら
に
安
全
に
作
業
を
実
行
す
る
た

め
、
各
自
の
安
全
意
識
を
強
く
持
ち
日
常
業
務

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

慎重に木工製作

初めて見るプロセッサー

除伐作業を実施中

「
ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ
と
ふ
る
さ
と

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
参
加

「
親
子
の
森
林
体
験
教
室
」
を
開
催

シ
リ
ー
ズ 

シ
リ
ー
ズ 
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林
野
庁
人
事
（
抄
）

十
月
一
日
付

▽
中
部
森
林
管
理
局
出
向
（
東
濃
署
次
長
）　

 

佐
光　
　

仁

▽ 

林
野
庁
出
向
（
東
濃
森
林
管
理
署
次
長
）

（
南
信
署
流
域
管
理
調
整
官
） 
酒
向　

邦
夫

中
部
森
林
管
理
局
人
事

九
月
二
十
九
日
付

▽
退
職
（
計
画
部
付
） 

花
見　

隆
夫

▽
退
職
（
森
林
整
備
部
付
） 

酒
井　

孔
三

十
月
一
日
付

▽ 

南
信
森
林
管
理
署
流
域
管
理
調
整
官
（
森
林

整
備
部
付
森
林
整
備
課
併
任
） 

古
野　

照
明

▽ 

計
画
部
計
画
課
付
（
名
古
屋
事
務
所
）（
計

画
部
計
画
課
森
林
施
業
調
整
官
）

 

那
須　

正
彦

▽ 

木
曽
森
林
管
理
署
贄
川
森
林
事
務
所
森
林
官

併
任
解
除
（
木
曽
署
奈
良
井
森
林
官
）

 

田
中　

拓
馬

▽ 

木
曽
森
林
管
理
署
贄
川
森
林
事
務
所
森
林
官

（
東
濃
署
次
長
） 

佐
光　
　

仁

十
一
月
一
日
付

▽ 

計
画
部
計
画
課
森
林
施
業
調
整
官
（
計
画
部

計
画
課
経
営
計
画
第
三
係
長
） 

宮
坂　

利
夫

▽ 

計
画
部
計
画
課
経
営
計
画
第
三
係
長
（
飛
騨

署
尾
神
森
林
官
） 

 

川
本　

芳
光

▽ 

飛
騨
森
林
管
理
署
尾
神
森
林
事
務
所
森
林
官

併
任
（
飛
騨
署
荘
川
上
席
森
林
官
）

 

飯
村　
　

清

▽ 

飛
騨
森
林
管
理
署
中
洞
森
林
事
務
所
森
林
官

併
任
解
除
（
飛
騨
署
上
ヶ
洞
上
席
森
林
官
）

 

稲
川　

年
秋

▽ 

飛
騨
森
林
管
理
署
三
日
町
森
林
事
務
所
森
林

官
（
飛
騨
署
付
） 

花
木　

英
一

▽ 

飛
騨
森
林
管
理
署
中
洞
森
林
事
務
所
森
林
官

（
南
信
署
黒
河
内
森
林
官
） 

服
部　

忠
博

▽ 

南
信
森
林
管
理
署
黒
河
内
森
林
事
務
所
森
林

官
併
任
（
南
信
署
伊
那
里
森
林
官
）

 

小
塚　

友
和

▽ 
南
信
森
林
管
理
署
黒
河
内
森
林
事
務
所
（
南

信
署
業
務
第
一
課
経
営
係
） 

森
田　

直
宏

▽ 

飛
騨
森
林
管
理
署
業
務
第
一
課
経
営
係
（
飛

騨
署
甲
森
林
事
務
所
） 

目
黒　

雅
大

人
 
の
 
う
 
ご
 き
 

　企画調整室
　中部森林管理局では、「国有林モニター」を下記のとおり募集します。
　この募集は、中部森林管理局が管轄する富山県・長野県・岐阜県・愛知県にお住まいの皆様に国有林が果たしてい
る様々な役割や、森林の整備、木材の供給、ふれあいの場の提供等の状況をご理解していただくとともに、国有林に
対するご意見等を直接伺い、今後の管理経営に役立てていく取組の一環として行うものです。

平成21年度　国有林モニターの募集について

1	 募集人員	 30名
2	 モニターを依頼する期間
	 	 平成21年4月1日から平成22年3月31日まで
3	 依頼内容	 ①	国有林に関するアンケートへの回答　②国有林に

対するご意見、ご提言等の提出　③モニター会議
への出席　等

4　応募資格	 	中部森林管理局が管轄する富山県・長野県・岐阜
県・愛知県にお住まいで国有林に関心をお持ちの成
人の方。

　　	 	ただし次の方は除きます。①国会・地方議会の議員
	 	 	②地方公共団体の長　③常勤の国家公務員　④過

去に国有林モニターをされた方
5	 応募方法等	 	官製はがき、封書、FAX、Eメールにて下記応募記

載事項を記し、「中部森林管理局　企画調整室	情報
管理係（国有林モニター担当）」宛にご応募下さい。

	 	 【応募記載事項】
	 	 	①氏名（フリガナ）　②性別　③生年月日　④年齢　

⑤郵便番号　⑥住所　⑦電話番号　⑧職業
	 	 	⑨国有林モニターをどのようにして知りましたか？	

（具体的に）　⑩国有林モニターに応募した理由
（100字程度）

	 	 【応募締め切り】
	 	 平成21年１月30日（金）
	 	 ・	結果は平成21年３月中旬頃までに、依頼状の発送

をもってお知らせします。
	 	 ・	応募者多数の場合は抽選により選定をさせていた

だきます。
6	 応募、問合せ先
	 	 〒380-8575　長野県長野市大字栗田715-5
	 	 中部森林管理局	企画調整室	情報管理係
	 	 （国有林モニター担当）
	 	 TEL:050-3160-6562		FAX:026-236-2657
	 	 メールアドレス：	chbrfo0@rinya.maff.go.jp
	 	 （メールアドレス：エイチ	ビー	アール	エフ	オー	ゼロ@riya.maff.go.jp）

7	 その他	 ・	国有林モニターの応募理由や提出いただいたアン
ケートの回答、意見、提言は匿名にて公表する場
合があります。

	 	 ・	提出された意見や要望に、個別に回答することは
しません。

	 	 ・モニター終了時に記念品を贈呈します。

※	皆様の個人情報は、国有林モニターの目的以外には使用しません。

記
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南木曽支署 
（各署の景勝地等を紹介） 
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田
立
の
滝

 

［
南
木
曽
署
］
長
野
県
南
西
部
、
木
曽
谷
の
南

端
に
位
置
す
る
南
木
曽
町
の
田
立
国
有
林
に
今

回
紹
介
す
る
「
田
立
の
滝
」
が
あ
り
ま
す
。

　

田
立
の
滝
と
は
、
一
つ
の
滝
の
こ
と
で
は
な

く
「
螺ら
せ
ん旋
滝
」、「
洗
心
滝
」、「
霧
ヶ
滝
」、「
天

河
滝
」、「
不
動
滝
」、「
そ
う
め
ん
滝
」
と
い
っ

た
複
数
の
滝
の
総
称
で
、
主
瀑
で
あ
る
天
河
滝

の
落
差
は
四
十
㍍
と
言
わ
れ
、
花
崗
岩
の
白
い

岩
肌
に
流
れ
る
様
は
素
晴
ら
し
く
、
日
本
の
滝

百
選
に
も
選
ば
れ
た
名
瀑
で
す
。
一
帯
は
県
立

自
然
公
園
に
指
定
さ
れ
、
国
有
林
は
風
致
探
勝

林
と
し
て
管
理
し
て
い
ま
す
。

　

滝
へ
は
、「
田
立
の
滝
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
」

上
部
に
あ
る
駐
車
場
か
ら
遊
歩
道
が
整
備
さ

れ
、
清
ら
か
な
水
が
流
れ
落
ち
る
滝
や
渕
と
と

も
に
、
木
曽
ヒ
ノ
キ
、
サ
ワ
ラ
、
コ
ウ
ヤ
マ
キ

と
い
っ
た
大
径
木
を
間
近
に
見
な
が
ら
見
晴
ら

し
の
良
い
「
不
動
岩
」
を
経
由
し
、
山
上
の
湿

原
と
言
わ
れ
る
「
天
然
公
園
」
ま
で
片
道
約
三

時
間
の
コ
ー
ス
は
、
四
季
を
通
じ
て
訪
れ
る
人

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

  

し
か
し
、
今
年
度
か
ら
田
立
の
滝
上
部
の
山

腹
崩
壊
地
復
旧
の
た
め
、「
田
立
の
滝
復
旧
治

山
工
事
」
に
着
手
し
て
お
り
、
本
工
事
の
実
行

に
当
た
っ
て
、
地
元
南
木
曽
町
を
は
じ
め
観
光

協
会
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
得
る
中
で
、
今
後

三
年
間
の
入
山
規
制
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
が

入
山
で
き
る
日
を

心
待
ち
に
さ
れ
て

い
る
も
の
と
思
い
ま

す
が
、
治
山
工
事
が

終
わ
れ
ば
、
よ
り
安

全
に
田
立
の
滝
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

◆
ア
ク
セ
ス

　

◇
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
た
場
合

　
　
Ｊ
Ｒ
中
央
西
線
田
立
駅
下
車

　
　

タ
ク
シ
ー
利
用
で
一
五
分

田立の滝周辺の林況

　

◇
自
動
車
を
利
用
し
た
場
合

　
　

中
央
自
動
車
道
中
津
川
Ｉ
Ｃ
よ
り

　
　

塩
尻
方
面
へ
四
〇
分

　
　

長
野
自
動
車
道
塩
尻
Ｉ
Ｃ
よ
り

　
　

中
津
川
方
面
へ
二
時
間
一
〇
分

紅葉と天河滝

◎
地
域
住
民
と
の
連
携
強
化
集
約
懇
談
会

　
　

12
月
７
日　

飛
騨
署
管
内

　
　

12
月
13
日　

北
信
署
管
内

◎ 

大
型
猛
禽
類
の
生
態
と
森
林
施
業
に
つ
い
て

　
　

12
月
８
日　

長
野
市

◎
低
コ
ス
ト
現
地
検
討
会

　
　

12
月
10
～
11
日　

南
木
曽
署
管
内

◎
森
林
ふ
れ
あ
い
講
座

　
　

12
月
７
日　

愛
知
所
管
内

紅葉する不動岩周辺


